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経済体制の一紛で重要な
役割を占

めている、ζうした思忽を持つ既

得
権者の居すわりに対しては、
相

当の荒療治が必要になってくる。

その手段として、
文革の否定、
毛

沢東主席の否定をやらざるをえな

い必然性はある
｜l。

との見方からすれば、
現状を混

存したままで収まるわげはない、

と見るのは当然かもレれない。
般化レ、
可能性としては東欧社会

主務国の「自由化」
路線さえ匂わ

せる段階にまで巡み、
すでに大衆

自身が「自己
運動」舎はじめた、

とする。今回の郵
翠－」固などをめぐってζ

のように見方はちがっても、双方

に共通するのは、
文革中から四人

組時代にかげて、
痛めつけられて

いる節分が、いま，黒白色ぞっげて

やるe気になっている、といラ点

スアu，aTayシ

だ。－m・閑人はζれを「算殴」という。

大衆の
窓議のゅでは、
天安門$

件の線価の逆転を唱えながら、い

わば一穴安門喰件と、
それに伴う卸

小平失脚を
代償として台頭した諮

問組問自身に触れないζとは、
大き

な矛盾：：：すでにそとまで・はず

みeがついている。

その・はずみφMμ・毛沢東家父

る。現場で実行する
幹郎自体が、工

業化社会のマインヤを葱解しえな

いととが、
文革以来十二年のイデ

オロギー的伝統を出してしまい、

新しい経済改革のはつ品目りした隠

密要因になっている。

その口実に使われるのが、
「文

革の精神に反する』
『毛主席の路

線に反する」というζと。
現在の

淫東興副主席

霊源国鋒主席

ぇ、
文革後のe労働者・
幹部・技

術者の三絡会・も事実上は
無管理

体制だった。企業管理・工業技術

に
知織のないものが、
空鮫餓ばか

りしているような現実があった。

しかも、
労働者の賃金上回肝もな

〈、
報奨制度の否定や生活物資の

不足と相まって、
労働窓欲の減退

ば霊大化していた。

結袋、
そうした累積が、
七
四eh

七六年どろ、ほぼゼロ成長という

経済体制を生み出した。
盛業生産

は二Mm、工業生産はせいぜい三

Mmの伸び。いってみればマイナス

にならないギリギリのとζろ。
国

際収支は赤字、
食締は不足という

ゆどんづまりe状況が、
卸小平を

押しあげた。
しかし、
現実に現代化政策申告巡

めるうえに、
各地で抵抗のあるの

も「人民日報」などの報道によ

れば事実。
三千万人いるといわ

れる共産党員のうち、
半数が文

革以来の入党者、
というζともあ

決
着
つ
く
か 、
文
革・
四
人
組
へ
の
怨
念

とのこつの怒川地の．キャップは、

今回の大字削慨
（畑地新聞）の性格づ

凶りにもみられる。

ひとつは文本初期のものとは性

格各国持にする、というものだ。

相場所が首都北京、
それも天安門

周辺に限られ、
内容も私事まで広

がった文世帯期のものとちがって、

対象が天安門事件に限られ、
持き

手も都市のインテリ中心で、「管

理された」
大字報、という性絡を

感じる、というもの。

一方は、
宮論の自由化、
法体制

の盤俗などまで、
内容がかなり一

正

・ー時B

J 

お

6 
コ

自

忘年会・童青年会サーピスプラン

’u医な宴会舗の包室で
30名繊以上おl人様5,500円より

｛ピールl；本付・税・サービス料込｝

日朝

40,000円

36,000円

（各コース尖・タ・朝食
寄託・サービス料込）

大 人54,000同
お子織48.000円

3泊4日コース
12/31(日）惨1/3附

2泊3日コース
12/31(日）砂l/2Ck)

fill 干月

大 人

お子議
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34 日草月illl 干月

長
制ψ
批
判に
結
び
つ
い
て
い
る、
と

い
う
の
で
あ
る陪

その
表
れ
と
し
て
ほ、
出需
の
蛤
白山一
穏

を
引宕
合
い
に
出
し
て
い
る
と
と。
そ

と
で
哉、
関鈍
主
席
の
昇
進の
仕
方の
不

透
明
さ
か
問
泌に
なっ・て
く
る。
「
あ

な
た
が
働い
て
く
れ
れ
ば
安
心
だ」
と

い
う一
片
の
砂
進一面々
め
い
た
も
の
だ

け
で、
権
成づ
げ
さ
れ
て
き
た
笥
問
鈴

自
身
に
も、
「
第
服」
し
て
や
ろ
う
と

い
う
底
流
ぞ‘合
内応す
る
と
と
は、
す
で

に
む
ず
か
し
か
ろ
う。

毛
批
判
と
い‘ラ
制
実
の
つ
まっ
た

・パ
ン
ド
ラ
の
お？
を
開
けた
の
は、

「
光
明
日
銀」の
銚
文
元
論
文
批
判
だ。

文
革の
引
き
金
に
なっ．
た
銚
文
元
の

「海
時
罷
官
を
高歩」a
は 、
命

中程疑
派’

n公
安の
紡
容
に
あ，
Mな
が
ら
も、
毛
主

席
か
七
岡
も
ぶ・を円八
れ
で
発
事紋
さ
れ
た

マ

／ω前山紙長
孫時英

車車問i斉洲烏主主札s .26. 京都大学営
学科卒． カトリック教会）�·/:Ill.le区の伝
道師を経て、 現在 焼肉・ステーキ．
コーヒーショップの経営者づ〈りで�
題を呼ぶ．．閉山レストラン大学” の主

宰将．
rJI量鍵思考」 に是正づしそのユエークな

人材教11カで飲食業界に頭角会主昆わし．
ジャーナリズムからも “日本的のれん
分けの実験者”として注目されている．

会圏、 47舗道府県に門下生による店
舗展開がスタートした。

経営の原点を r•’lJ t二求め日本内
老名ーたちに r•鍍思考」 を捕えつける
ことにt青書ちをもやしている．

冷品

も
の、
と
い
う
ζ
と
は、
す
で
に
巾
凶
席の
役
割
を
巧
み
に
隠
し
て
は
あ
る

人
周
知の
事
実。
「
光
明
日
報」
は、

が、
ど
う
み
て
も、
毛
批
判
を
も
し
て

毛
主
席
に
は
触
れ
ず、
江
苛
な
ど
の
悶
い
い、
と
い
うゴ
1
サ
イ
ン
だ、
と
い

人
組が
でっ
ち
あ
げ
た、
と
し
て
毛
主
う
点
を
否
定
す
る
の
は
援
し
い・。

次
の
ス
ケ
i

ブ
ゴ
l
ト

は
だ
れ
か

む
ろ
ん、
鈴
止め
は
か
かっ
て
い
る

よ
う
で、
一
巡
の
俊
新
聞
の
毛
批
判

は、
文
本
初
期
の
ζ
と
に
は
触
れ
ず、

天
安
門
事
件
を
中
心
と
し
た、
毛
市
胞

の
苑
ぬ
半
年
ぐ
ら
い
前の
ζ
と
に
限
定

さ
れ
て
い
る。

ζ
れ
は、
明
ら
か
に
「
匂
仰い枇の
向

い
の
も
郵
便
一ホ
ス
ト
が
赤
い
の
も、
み

ん
な
個
人
組の
卵」
と
い
う
批
判の
仕

方
が、
大
衆
を
すで
に
説
得で
き
な
か

っ
たと
と
の
表
れ
で
あ
る。

山内
同店時
九
州仰
の
o
ua
刀々
そ一XJん
た

北
京
市
香阿川
会は、
九
月の
由時徳
問問
先

が
示
す
よ
う
に、
ど
う
や．ら
鄭
小
平
副

首
相
の
手
に
彼
ら
れ
た。
そ
し
て、

〈2
聞
の
の
憎
新
聞
廠
叫ヂ
は、
郎
刷行

相
の
被
南
ア
庭
訪
か
ら
の
帰
国
防
後、

あ
た
か
も
時
を
は
かっ
たhよ
う
に
始
ま

っ
た。
相
当の
市
俗
期
間が
あっ
た、

と
み
ら
れ
る
だ
ろ
う。

郵
副
首
相
の
全
面
的
勝
利
に
首
を
か

し
げ
る
人は、
天
安
門
事
俳句副首
評
価が

党
中
央
委
で
は
な
く3・
北
京
市・
愛
員

会の
乎で
行
わ
れ、
ぞ
れ
色気迫
鼠
抑
る

マノ
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細川弓一

蜂仙一
mw一
①市山は、 「師弟関係」による独立経営

者づ〈りをめ5し、全国に500／苫及U'
米問、 ヨーロツパへのllif.!iをill;めて
います．

②”閉山レストラン大学・・に入学、2�手間
の飼霊童、祭客、経宣言の研修を縫えた者を、
rのれんわけ制度Jによる独立店舗の
経営者に仕立てま ·r.

③資絡I主、 飲食業で身を立てたい39�
訟の大’‘戸本・開校本の弧健な男子．
飲食鍵ニモ、 基齢置E織なり／

③閉山で学んで故郷で独立を／研修手
%は12万から、1年後で16方、2年後で
1 9方。 卒集後の独立資金は r全額支
線制度J有り／

形で
あ
り、
今
回の
郡
発一け
で
も、
そ

の
裂は
後
妙
に
ぼ
か
さ
れ
て
い
る。

と
の
あた
り
を、
い
や
そ
れ
は
北
京

市の
と
と
だ
かfp、
で
納
得し
て
し
ま

っ
て
い
い
の
だ
る
う
か。
その
う
え、
い

か
に
公
式
発立
と
は
い
え、
外
凶の
政

党
代
表
聞
に
対
し
て
の
も
の
で、
「
問

民に
納
州問守口
せ
る」
間
関
は
ま
だ
な
さ

れ
て
い
な
い。

ζ
の
同
の
遜
例
と
レ
て、
ζ
う
し
た

管．れ
は、
や
が
て
『
人
民
日
ポ」
「
光

明
日
匁」
な
どに
受
去
さ
れ、
・叩
同の

大
衆
の
前
に
公
然
化
さ
れ
て
ゆ
くの
だ

が、
は
た
し
て、
と
の
陀
附で
ス
ク
ー

プゴ
l
ト
を
出
さ
ず
に
ζ
の
ま
ま
収
ま

る
の
か。
あ
る
い
は、
附
さ
れ
る、
呉

徳、
記
ER
套
（
刻
首
相）
、
空
前引内
閣吋
あ
た

り
が、
祭
出慌に
椋
た
え
ら
れ
る
の
か。

今
問の
E扇
動の
中で、
な
み
ん刊
の
ζ
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と
注
目
さ
れ
る
の
は、
強
主
席
自
身
の

動
向
だ。
彼
が
と
と
ま
で
の
地
牧
を
得

た
の
は、
鍬
問
とし
た
思
忽
性
を
表
明

せ
ず、
平
衡
感
覚
が
強
く、
守
り
に
強

い、
と
い
う
点
か
ら
で
あ
る。

と
り
あJι
ず、
一
方の
当J
bh
J－
mw

間
首
相
は
舞
台
に
出
て
き
た。
少
な
く

と
も
現
在
は
ま
だ
の
主
役e
で
あ
る
業

主席は、
ど
ん
な
形
で
殺
を
現
レ、
ど

ん
な八口
利
そ
肱
くの
か。

現代
化
劇の
HM．
後の
絡
は、
ま
だ
あ

がっ
た
ば
か
り、
で
は
な
い
の
か。

応募総�i��I＼��：ii��話し杭

※
と
の
お
wvは
丸
山
伸
郎
（
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所）
、
中
的
崎明
雄
（
市川
外

大
数
授）
、
伴
似判
明
（
明
日
新
聞
外
報

部〉
、
和
図
式
司
（
街
・え
准
飾）
四
氏

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
ん
に
ま
と

め
ま
し
た。
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